

























じており、マンション まっている 2)0 都市の された
1 ) 1Hl話?マンション建設と地域計弼J岩崎信孝・矢i禁法子Ifi.il多f地域社会の政策とガパナ
ンスj地域社会学講践第3巻、東信長、 2006年。





































部門に第 1位の窪を明け渡し引、域維はその後じりじりと後退の道を歩んでいく G 部
3 )午、?集 京都の景観[1号題n 都が揺れている築ジャーナル No.796、企業組合
建築ジャーナル社、 1991年 7月。
4 ) 京者l仔1]'ホームページより。
5 )京都市議維産業ビジョン(京都市経済局、 1991年九 24ページc

































6 ) 室!fJJについては部教大学総合研究所編 f成熟都市の1vf究一京都のくらしと関口法律文化
社、 2008年、関1(1については、十1稿「オモテ・ロージの1fT内構造の崩壊からまちづくりへ
京都高i耳障の事例 J岩崎信j芸能編 fll!J内会の研究j御茶の水書房、 1989年、および11H
干~S 1I町内会自治の構造j悌教大学西陣地域1df究会・谷口浩司編i変容する西部の暮らしと
[lfJ 1法律文化社、 1993年を参n言。












































































8 )京都新 206"'[:9 PJ30日、 10月l臼。































































































くなるが前頭の油小路通に面し った 6 といってもので、高さ








































と を した、 ら派遣さ したマンシ
ョンの管理長によるところが大きいと町内では言われている。マンションの住民から













規制を考える されたこと じられている凶c そ
こではマンション ら ちのマンション
13) 太子LJIJについては、町内在住で元町内会長)1仁i良正氏の協力を得たC










とともに都市再生の鍵を握っている c 高さ制限だけではなく、 含むHlT家
を断ち切るようなマンションになってはならないだろうむむしろマンションには
町家と連続するような建て方が求められるのではないかむそのためには、 府つには高
さ規制があるが、もう一つは蕗業の町並みの分l訴を避ける努力である G それは賑わい
させる前提条件であり、道路に面した一階部分の
入であるむこれについてマンション1nuからすると「下駄履きマンションjとしてこれ
まで一般的にはマンション住民に評判がよくなかった。しかしこの街毘
区であり、住居を専用とした地域ではないc むしろマンションを建てるに際しでもこ
を適用することが必要ではないか。もちろん講造上配意しなければならない
ことがいろいろとあろうむしかし、マンションという大型の建築構造物である点を
えると、マンションそのものの設計において地域への配患が不可欠で、あろう 3 こうし
た問題についての配慮を決定的に欠いてきたのが、従来の日本の都市計酉であり、そ
し付けてきたのであるむ
らの力では決して成功しない。手間隙かかるが、地域に下りて下か
らの声に耳を傾け、者の摺性としての{出を共有することからまちづくりは始まる。
マンションがその内側に育てる自治的管理の力も、京都においては若実に深まってい
るむしかし、マンションの自治は、決して自己の内側で完結するものではないc 町家
とともに地域に生かされるマンションの自治であるむ京都市が fおいでやす京の
した「華やぎに満ちた光り輝く i正界の京都jもまたここに始まるむ
まちづくりにおいて、 とマンションの共存のあり
されているお」しかし、
??
??
る価値と現実の都市制度の関には賠たりがなお大きい。この隔たりを京都の都心lまど
う埋めていくのかっここで取り上げた近隣社会とマンションが切り結ばれる
は、目指すべき一つの都心再生政策を裏打ちする日常世界であるむ
15) 青山吉隆編著設住共存の都心再生j学芸出版社、 2002年。
